
令和元年度 第1回 島根県肝炎対策協議会    

日 時：令和元年８月１９日(月) 

  １６：００～１８：００

場 所：サンラポーむらくも 彩雲の間 
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２ 議  事

 （１）前回肝炎対策協議会の主な意見と対応状況について ・・・・・・資料１

（２）島根県の肝炎対策の現状について・・・・・・・・・・・・・・・資料２

    １）島根県内市町村における肝炎ウイルス検診等の実績 (H30年度)
    ２）島根県が実施している肝炎ウイルス検査の実績 (H30年度) 
    ３）肝がん等重症化予防事業の実績 （H30年度）
    ４）肝炎治療医療費助成制度と肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業の実績（H30年度） 
    ５）肝機能障がいによる身体障害者手帳交付実績 

    ６）肝疾患診療連携拠点病院の活動（H30年度実績とR1年度予定事業）
    ７）島根県の予算と事業予定（R1年度）

（３）肝炎対策の目標値について ・・・・・・・・・・・・・・・・・資料３

（４）島根県肝炎等精密検査費用助成事業実施要綱の一部改正について・資料４

 （５）報告事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料５

・令和元年度肝臓週間・世界肝炎デー イオンモール出雲街頭キャンペーンについて

３ その他



前回（平成30年度第２回）肝炎対策協議会の主な意見とその意見に対する対応状況
前回 開催年月日及び場所

年月日 平成３１年２月１４日

場 所 島根県民会館 ３０７会議室

項目 主な意見 協議会以降の対応状況等 

肝炎医

療コー

デ ィ ネ

ー タ ー

の養成

につい

て 

肝炎医療コーディネーターの配置につい

て、薬剤師等への拡がりが欲しい 

肝炎医療コーディネーター養成の案内を、令和元

年度から薬剤師会のほか、臨床検査技師会へ拡

大する。 

肝炎検

査の検

査済み

カ ー ド

につい

て 

肝炎検査の検査済みカードの普及のた

め、配布できる人を肝炎コーディネーターに

限定せず、医療機関など対象を拡げたらど

うか。 

肝炎コーディネーター事業が始まって４年経過

し、コーディネーターは増加しているが、県として

成果や課題についての検証ができていない。今

年度は活動報告に基づき検証する予定としてお

り、肝炎検査の検査済みカードの扱いについ

て、年度内に検討したい。 

資料１ 



健康推進課

１　肝炎ウイルス検診等実績

（１）C型肝炎ウイルス検診

40歳検診
40歳検診以
外の対象者
への検診

計 40歳検診
40歳検診以
外の対象者
への検診

計 40歳検診
40歳検診以
外の対象者
への検診

計 全国

平成30年度 412 3,032 3,444 0 8 8 0.0% 0.3% 0.2% 集計中

平成29年度 450 2,826 3,276 0 9 9 0.0% 0.3% 0.3% 0.3%

平成28年度 460 2,926 3,386 0 5 5 0.0% 0.2% 0.1% 0.3%

平成27年度 665 3,986 4,651 0 12 12 0.0% 0.3% 0.3% 0.3%

平成26年度 574 4,161 4,735 1 26 27 0.2% 0.6% 0.6% 0.4%

平成25年度 565 4,840 5,405 1 27 28 0.2% 0.6% 0.5% 0.4%

平成24年度 401 2,651 3,052 1 14 15 0.2% 0.5% 0.5% 0.5%

平成23年度 391 1,863 2,254 0 16 16 0.0% 0.9% 0.7% 0.6%

平成22年度 81 1,434 1,515 0 15 15 0.0% 1.0% 1.0% 0.7%

平成21年度 74 2,051 2,125 0 19 19 0.0% 0.9% 0.9% 0.8%

平成20年度 93 1,999 2,092 0 19 19 0.0% 1.0% 0.9% 1.0%

節目検診 節目外検診 計 節目検診 節目外検診 計 節目検診 節目外検診 全体 全国

平成18年度 5,853 5,121 10,974 61 79 140 1.0% 1.5% 1.3% 0.8%

平成17年度 6,889 4,028 10,917 73 73 146 1.1% 1.8% 1.3% 0.9%

平成16年度 7,683 3,374 11,057 94 73 167 1.2% 2.2% 1.5% 1.0%

平成15年度 8,876 4,246 13,122 128 121 249 1.4% 2.8% 1.9% 1.3%

平成14年度 10,255 7,127 17,382 161 193 354 1.6% 2.7% 2.0% 1.6%

（２）B型肝炎ウイルス検診

40歳検診
40歳検診以
外の対象者
への検診

計 40歳検診
40歳検診以
外の対象者
への検診

計 40歳検診
40歳検診以
外の対象者
への検診

計 全国

平成30年度 412 3,072 3,484 1 27 28 0.2% 0.9% 0.8% 集計中

平成29年度 451 2,827 3,278 5 21 26 1.1% 0.7% 0.8% 0.6%

平成28年度 459 2,924 3,383 7 32 39 1.5% 1.1% 1.2% 0.6%

平成27年度 664 3,984 4,648 2 33 35 0.3% 0.8% 0.8% 0.7%

平成26年度 574 4,161 4,735 2 35 37 0.3% 0.8% 0.8% 0.7%

平成25年度 566 4,847 5,413 4 41 45 0.7% 0.8% 0.8% 0.8%

平成24年度 399 2,649 3,048 4 13 17 1.0% 0.5% 0.6% 0.8%

平成23年度 391 1,861 2,252 4 19 23 1.0% 1.0% 1.0% 0.8%

平成22年度 82 1,434 1,516 1 15 16 1.2% 1.0% 1.1% 0.9%

平成21年度 73 2,047 2,120 0 12 12 0.0% 0.6% 0.6% 0.9%

平成20年度 93 1,992 2,085 0 17 17 0.0% 0.9% 0.8% 1.0%

節目検診 節目外検診 計 節目検診 節目外検診 計 節目検診 節目外検診 全体 全国

平成18年度 5,841 5,114 10,955 54 47 101 0.9% 0.9% 0.9% 1.0%

平成17年度 6,884 4,024 10,908 76 35 111 1.1% 0.9% 1.0% 1.1%

平成16年度 7,821 3,396 11,217 91 50 141 1.2% 1.5% 1.3% 1.1%

平成15年度 8,848 4,191 13,039 105 52 157 1.2% 1.2% 1.2% 1.2%

平成14年度 10,251 7,269 17,520 133 107 240 1.3% 1.5% 1.4% 1.3%

受診者(人)
「現在、C型肝炎ウイルスに感染
している可能性が極めて高い」と

判定された者(人)

1)島根県内市町村における肝炎ウイルス検診等の実績

感染者率

受診者(人)
Hbs抗原検査において「陽性」と判

定された者(人)
感染者率

老人保健法（平成14年度～）及び健康増進法（平成20年度～）による健康診査において実施している肝炎ウイルス検診。
実施主体である市町村が、満40歳となる者、及び40歳以上の者であって、過去に受検(受診)歴のない希望者を対象として実施。
（肝炎ウイルス検診等実施要領より）

資料2



健康推進課

〔参考〕　市町村独自実施分 （自治体の財源にて実施する検診～人間ドック等）

平成30年度

平成29年度

平成28年度

平成27年度

平成26年度

平成25年度

平成24年度

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

平成18年度

平成17年度

平成16年度

平成15年度

平成14年度

　※市町村独自実施分は、既陽性者も受診者数に含まれるため、参考扱いとする。

（統計値は各年の厚生労働省報告資料より引用）

※ただし、市町村独自実施分は県集約である。

※肝炎対策協議会と同じ資料

2,831

検診受診者（人）

2,356 2,417

1,939 2,002

2,086 2,134

1,785

1,641

1,415

1,008

827

1,785

1,641

1,415

3,826

4,518

1,008

829

Ｃ型肝炎ウイルス検診 Ｂ型肝炎ウイルス検診

検診受診者（人）

5,058

4,336

4,989

4,302

4,598

3,825

4,541

4,613

2,779

1,209

522

－

1,206

522

－



２）島根県及び松江市（中核市）が実施している肝炎ウイルス検査の実績

ウイルス性肝炎患者等の重症化予防推進事業実績
①【保健所実施】肝炎ウイルス検査受検者数 現在

H16～H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 合計

4月 42 5 4 1 0 13 11 8 4 11 8 (3) 107

5月 14 11 16 37 5 10 7 7 2 5 27 (18) 141

6月 31 1 13 7 28 14 10 8 6 5 31 (14) 154

7月 26 0 12 10 10 82 94 11 33 14 20 (8) 312

8月 17 3 10 12 10 29 14 38 11 43 10 (5) 197

9月 15 14 5 8 50 21 12 11 5 15 10 (6) 166

10月 11 66 5 3 2 35 14 18 9 7 6 (4) 176

11月 13 28 1 5 7 23 23 14 14 14 13 (7) 155

12月 31 13 18 4 8 18 30 16 8 10 13 (10) 169

1月 139 3 6 2 7 17 19 9 7 10 11 (7) 230

2月 303 1 15 5 1 8 12 7 12 9 11 (4) 384

3月 137 15 3 8 12 8 9 3 8 8 4 (2) 215

計 779 160 108 102 140 278 255 150 119 151 164 (88) 2,406

②【委託医療機関実施】肝炎ウイルス検査受検者数 現在

H16～H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 合計

4月 57 28 22 43 74 114 68 55 54 (5) 515

5月 64 31 40 65 70 84 65 40 74 (5) 533

6月 61 37 39 57 123 164 79 89 80 (9) 729

7月 77 36 40 99 149 177 88 110 123 (6) 899

8月 54 21 38 111 142 135 82 94 108 (2) 785

9月 41 20 46 139 106 175 118 107 154 (61) 906

10月 55 42 52 111 205 146 141 145 141 (10) 1038

11月 9 81 24 57 120 187 128 96 72 109 (22) 883

12月 22 70 62 44 130 111 77 80 83 81 (16) 760

1月 102 55 53 30 72 119 145 73 57 71 (10) 777

2月 94 42 21 55 66 114 144 89 55 65 (15) 745

3月 129 57 31 45 94 106 155 79 70 82 (22) 848

計 356 714 406 508 1,107 1,506 1,644 1,058 977 1,142 (183) 9,418

①＋②【合計】肝炎ウイルス検査受検者数

H16～H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 合計

合計 779 516 822 508 648 1,385 1,761 1,794 1,177 1,128 1,306 (271) 11,824

　 ※中核市松江市分を（　）で再掲

※肝炎ウイルス検査委託医療機関数　平成31年3月31日現在

【県】 【松江市】 ※H30年度から事業が始まったためH29年度無し （参考）

保健所

松江

雲南

出雲

県央

浜田

益田

隠岐

合計

※県と中核市松江市の委託医療機関先は必ずしも一致しない

-2

5

2

16

6

0

0

0

0

154

43

34

平成30年度
肝炎ウイルス検査
委託医療機関

35

14

26

14

令和1年7月1日

令和1年7月1日

拡充前の医療機関数
(H24.12.31以前）

7

-11 24

1

3

3

0

0

-4

-2

-3

3

H29年度との増減数
平成30年度

肝炎ウイルス検査
委託医療機関

30

1

2

1

H29年度との増減数



３）肝がん等重症化予防事業について

１．県内の肝がんの状況

・島根県の肝がん死亡数は、年間約250件程度。 

 近年の死亡数は２５０件を下回る年が続いている。 

74歳以下の死亡者数は減少の傾向にある。 

・年齢調整死亡率は、全国と比べ、男性は高い状況。 

西暦 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

総計 264 257 275 281 253 263 265 251 261 240 243 246 239 213 231 210

男性 164 181 179 191 173 174 165 168 173 155 159 143 159 137 141 122

女性 100 76 96 90 80 89 100 83 88 85 84 103 80 76 90 88
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肝がん年齢調整死亡率（全年齢）5年平均 全国男

島根男

全国女

島根女

年齢調整死亡率： 

島根県と全国の年齢構成の違い

を考慮して補正した死亡率。 

島根県の死亡数は、各年前後５

年の平均死亡数を用いて死亡率

を算出している。 



２．各肝がん等重症化予防事業の概要と状況

初回精密検査費用助成   （平成27年2月開始）                            

①事業概要  

 陽性者が、島根県肝炎等精密検査実施医療機関で、初回精密検査を受けた際の医療費の自己負担分を

助成。 

②助成対象者  次のすべてに該当する島根県内在住の方 

 １）医療保険各法（後期高齢者含む）の規定による被保険者又は被扶養者 

 ２）１年以内（※）に県・中核市又は市町村健康増進事業又は職域の肝炎ウイルス検査（検診）で陽性と判

定された方 

 ３）県・中核市又は市町村が実施する陽性者フォローアップに同意された方 

 ※助成金の申請日が基準となります。 

③申請書提出先  各保健所 

 ※各保健所で、必要書類等を確認後、薬事衛生課へ送付。 

④助成状況             令和元年6月末現在 

助成件数             

H27 H28 H29 H30 合計 

28 13 22 13 76 

平成30年度平均助成金額    5,482 円 

（累計） 

対象ウイルス型           HBV 53件  HCV 23件 

肝炎ウイルス検査の区分     市町村検診           44 件 

                     県・中核市委託医療機関  23 件   

保健所               9 件    

定期検査費用助成（年度2回）  （平成27年4月開始）                          

①事業概要  

 肝がん等患者が、肝炎専門医療機関等で、定期検査を受けた際の医療費の自己負担分を助成。 

②助成対象者  次のすべてに該当する島根県内在住の方 

 １）医療保険各法（後期高齢者含む）の規定による被保険者又は被扶養者 

 ２）Ｂ・Ｃ型肝炎ウイルス感染を原因とする慢性肝炎、肝硬変及び肝がん患者 

 ３）住民税非課税世帯に属する者、又は市町村民税（所得割）課税年額が235,000円未満の世帯に属する

   者 

 ４）肝炎治療特別促進事業の受給者証の交付を受けていない者 

 ５）県・中核市又は市町村が実施する陽性者フォローアップに同意された方 



③申請書提出先  各保健所 

 ※各保健所で、必要書類等を確認後、薬事衛生課へ送付。 

④助成の状況     令和元年6月末現在 

助成件数           

H27 H28 H29 H30 合計 

0 32 80 67 179 

平成30年度平均助成金額         4,638 円 

（累計） 

対象ウイルス型        HBV  27 件  HCV  152 件 

肝炎ウイルス陽性者フォローアップ事業  （平成27年2月開始）                

① 事業概要 

県又は中核市がフォローアップすることの同意が得られた陽性者に対し、医療機関の受診状況等を確

認。 

未受診の場合受診を勧奨。 

②フォローアップ対象者  次に該当する県内在住の方 

 県・中核市の肝炎ウイルス検査で陽性と判定された者 等 

③市町村への情報提供 

 フォローアップ対象者の情報を市町村へ提供することにより、市町村でフォローアップを行うことができる。

④その他  

 市町村においても、市町村健康増進事業で実施。 

⑤事業の進行状況  平成31年3月末現在

 対象者  87 名 ※県・中核市保健所対象分 

 （内訳）           平成29年度末    平成30年度末     

経過観察者     63名           70 (9) 名                

受療中        1名            7 (1) 名               

放置・中断      0名            2 (2) 名                

状況不明       2名            8 (3) 名                

      計     66 名          87 (15) 名     ※中核市松江市分を（ ）で再掲

新規同意者数  24 (5) 名 

終了者        3 (0) 名 







島根県健康福祉部健康推進課

制度の流れ
制度利用の流れは下記のとおりです。

①肝がん・重度肝硬変の入院治療を受けた場合、医療機関は患者に対し入院記録票を交付します。

③患者は②を含め、必要書類を揃えてお住まいの地域を管轄する保健所に申請を行います。

※医療費助成を受けられる「過去１２月以内に４月以上」に該当するかは月毎に算定をします。

令和元年６月３０日末の島根県の状況

　　※指定医療機関は、医療機関からの申請に基づき随時登録を行います。

対象患者
医療保険各法の被保険者または被扶養者の方で、かつ年収約３７０万円未満
（高額療養の限度額適用認定証の区分で判断）であり、更に厚生労働省が行う
研究事業への同意が必要となります。

自己負担額

ウイルス性肝炎を原因とする肝がん・重度肝硬変
治療研究促進事業について

B型・C型肝炎ウイルスにより肝がん及び重度肝硬変となった患者の方に
対し、治療の負担軽減を図りつつ、最適な治療を選択できるようにする
ための研究促進を行うための事業です。要件を満たす場合、県から入院
医療費の助成を受けることができます。

平成３０年１２月１日より制度開始

事業の概要

対象となる医療

医療費の助成を受けられるのは、指定医療機関におけるウイルス性肝炎に起因
する肝がん及び重度肝硬変にかかる入院関係医療のうち、高額療養の限度額に
到達した月が該当となる月を含んで、過去１２月以内に４月以上となる場合で
す。

月額１万円
参加者証の有効期間 １年（更新可能）

②入院記録票上のカウントが３になったら、臨床調査個人票（診断書に相当）を主治医の先生に書い
ていただきます。

　そのため、参加者証の有効期間内であっても医療費の助成を受けられる月と受けられない月が発生
することになります。

・指定医療機関・・・県内２０医療機関

・交付実績・・・１件

④島根県が患者に対し参加者証が発行します。

⑤参加者証を提示すると、１２月以内に４月以上該当の入院治療が高額療養限度額に到達する場合に
該当月の医療について自己負担が１万円となります。
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６）島根県肝疾患診療連携拠点病院（島根大学医学部附属病院） 

の活動（H30 実績と R01 予定） 

【平成３０年度】

平成３０年度 第１回 肝疾患相談・支援センター会議

月 日：平成 30 年 4 月 19 日

場 所：相談室４

議 題：１ 平成 29 年度活動報告

２ 平成 30 年度活動予定

３ 平成 29 年度相談実績報告

 ４ 予算執行状況について

第 2 回肝疾患診療拠点病院 肝炎医療コーディネーター情報共有会

月 日：平成 30 年 5 月 19 日

場 所：岡山大学病院

出席者：飛田博史副センター長、黒松 浩美 ＭＳＷ

平成３０年度 第２回 肝疾患相談・支援センター会議

月 日：平成 30 年 6 月 6 日

場 所：医療サービス課 相談室４

議 題：１ 活動予定について

２ 相談実績報告

３ その他

平成３０年度 第１回 肝臓病教室

月 日：平成 30 年 6 月 29 日

場 所：島根大学医学部附属病院 ゼブラ棟２階カンファレンスルームだんだん

対 象：一般

講 演： 肝臓内科 佐藤 秀一  

     「より多くの肝炎患者を救うために当院でできること」

平成３０年度 第１回 家族支援講座

月 日：平成 30 年 6 月 29 日

場 所：島根大学医学部附属病院 ゼブラ棟２階カンファレンスルームだんだん

対 象：一般

講 演：リハビリテーション部 中隅 濃 

     「運動って肝臓にいいの？」

平成３０年度 第１回 肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会

月 日：平成 30 年 7 月 13 日

場 所：FUKURACIA 丸の内オアゾ 会議室Ｃ

     出席者：佐藤秀一センター長、黒松浩美
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平成３０年度 第１回 拠点病院医師・責任者向け研修会

月 日：平成 30 年 7 月 13 日

場 所：FUKURACIA 丸の内オアゾ 会議室Ｃ

     出席者：佐藤秀一センター長、黒松浩美

肝炎デー街頭キャンペーン参加

月 日：平成 30 年 7 月 28 日

場 所：イオンモール出雲

対 象：一般

内 容：島根県主催による肝炎検査啓発チラシやグッズの配付に参加

市民公開講座「肝がん撲滅運動」【共催】

月 日：平成 30 年 7 月 29 日

場 所：ニューウェルシティ出雲

対 象：一般

検 査：肝炎ウイルス検査、最新の機械で肝臓の硬さを調べます

講 演：「肝炎患者さんをひとりでも多く救うために～肝疾患診療連携拠点病院

の取り組みも含めて～」島根大学医学部附属病院 肝臓内科 佐藤秀一

    「身近に潜むメタボ関連肝疾患をご存知ですか？」

島根大学医学部附属病院 肝臓内科 飛田博史

    「肝がん早期発見の大切さ」島根県立中央病院 肝臓内科 三宅達也

平成３０年度 第３回 肝疾患相談・支援センター会議

月 日：平成 30 年 8 月 7 日

場 所：医療サービス課 相談室４

議 題：１ 活動予定・予定について

２ 相談実績報告

    ３ その他

平成３０年度 第１回 島根県肝疾患診療連携拠点病院等連絡協議会

月 日：平成 30 年 9 月 20 日

場 所：

【出雲会場】島根大学医学部附属病院 みらい棟４階ギャラクシー

     【浜田会場】益田赤十字病院 研修室２

議 題：１ 当院の活動について

     ２ 都道府県肝疾患診療連携拠点病院連絡協議会及び医師・責任者向

け研修会について

     ３ 島根県肝炎対策協議会について

     ４ 肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業について

     ５ その他

平成３０年度 第２回 肝臓病教室

月 日：平成 30 年 9 月 28 日

場 所：島根大学医学部附属病院 ゼブラ棟２階カンファレンスルームだんだん

対 象：一般



3 

講 演：肝臓内科 矢崎 友隆  

「今、Ｃより注目されるＢ型肝炎のおはなし」 

平成３０年度 第２回 家族支援講座

月 日：平成 30 年 9 月 28 日

場 所：島根大学医学部附属病院 ゼブラ棟２階カンファレンスルームだんだん

対 象：一般

講 演：

「弁護士による B 型肝炎訴訟の説明」

   全国Ｂ型肝炎訴訟山陰弁護団 弁護士 高橋 真一 氏

「Ｂ型肝炎と私～裁判を終えて思うこと～」

   全国Ｂ型肝炎訴訟山陰原告団 副代表 濱田 知博 氏

全国Ｂ型肝炎訴訟山陰原告団 代表 山本 雅和 氏

平成３０年度肝炎対策地域ブロック戦略合同会議（中国四国ブロック）

月 日：平成 30 年 10 月 2 日

場 所：岡山県医師会館 401 会議室

     参加者：佐藤センター長、飛田副センター長、黒松浩美、永瀬明子

平成３０年度 第３回 肝疾患相談・支援センター会議

月 日：平成 30 年 10 月 3 日

場 所：相談室４

議 題：１ 活動報告・予定について

２ 相談実績報告

         ３ その他

平成３０年度 一般医療従事者研修

月 日：平成 30 年 10 月 4 日

場 所：島根大学医学部附属病院 ゼブラ棟２階カンファレンスルームだんだん

対 象：一般

講 演：佐賀大学医学部臓器相関情報講座 教授 長尾由実子先生

     「歯科医療従事者が知っておきたい肝炎ウイルスの基本」

出張肝臓病教室 

月 日：平成 30 年 10 月 4 日 

場 所：江津土建株式会社 

対 象：江津土建株式会社職員 

平成３０年度 肝炎医療コーディネーター研修

月 日：平成 30 年 10 月 14 日

場 所：

【出雲会場】島根大学医学部附属病院 みらい棟４階ギャラクシー

     【浜田会場】益田赤十字病院 研修棟 講堂

内 容：

     基調講演（DVD）
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 国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター 

考藤達哉先生

「肝炎対策の現状と方向性―肝炎医療コーディネーターの役割」

特別講演

 鳥取大学医学部附属病院 鳥取県肝疾患相談センター 的野智光先生

「鳥取県における肝炎対策の現状」 

パネルディスカッション

        「肝炎医療コーディネーターの活動～これからの役割を考える～」

知って肝炎プロジェクト

月 日：平成 30 年 10 月 15 日

場 所：島根県庁

内 容：スペシャルサポーターw-inds.氏による島根県知事表敬訪問 

出張肝臓病教室 

月 日：平成 30 年 10 月 20 日 

場 所：株式会社フクダ 

対 象：株式会社フクダ職員 

出張肝臓病教室 

月 日：平成 30 年 11 月 9 日 

場 所：株式会社古川コンサルタント 

対 象：株式会社古川コンサルタント職員 

出張肝臓病教室 

月 日：平成 30 年 11 月 15 日 

場 所：社会福祉法人吾郷会 

対 象：社会福祉法人吾郷会職員 

出張肝臓病教室 

月 日：平成 30 年 11 月 15 日 

場 所：平井建設株式会社 

対 象：平井建設株式会社職員 

出張肝臓病教室 

月 日：平成 30 年 11 月 20 日 

場 所：救護施設新生園 

対 象：救護施設新生園職員 

出張肝臓病教室 

月 日：平成 30 年 11 月 27 日 

場 所：一畑電気鉄道株式会社 

対 象：一畑電気鉄道株式会社職員 

平成３０年度 第 5 回 肝疾患相談・支援センター会議
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月 日：平成 30 年 12 月 5 日

場 所：相談室４

議 題：１ 活動報告・予定について

２ 相談実績報告

３ その他

出張肝臓病教室 

月 日：平成 30 年 12 月 8 日 

場 所：株式会社隠岐ガス 

対 象：株式会社隠岐ガス職員 

市民公開講座

月 日：平成 30 年 12 月 8 日

場 所：隠岐の島町役場 ふれあいセンター

対 象：一般

講 演：

 隠岐広域連合立隠岐病院 内科部長 宇野吾一先生

「ちょっと気になる検診のはなし」

 島根大学医学部附属病院 飛田博史    

「ちょっと気になる生活習慣と肝臓病のはなし」 

 島根大学医学部附属病院 佐藤秀一    

「ちょっと気になる肝炎のはなし」 

出張肝臓病教室 

月 日：平成 30 年 12 月 13 日 

場 所：仁多郡森林組合 

対 象：仁多郡森林組合職員 

平成３０年度 第３回 肝臓病教室

月 日：平成 30 年 12 月 21 日

場 所：島根大学医学部附属病院 ゼブラ棟２階カンファレンスルームだんだん

対 象：一般

講 演：肝臓内科 飛田博史「年末年始に備えた肝臓病教室」

平成３０年度 第３回 家族支援講座

月 日：平成 30 年 12 月 21 日

場 所：島根大学医学部附属病院 ゼブラ棟２階カンファレンスルームだんだん

対 象：一般

講 演：肝疾患相談・支援センター 看護師 森川貴志子、影山裕子、横木陽子

    「ぴったんこ肝★肝～〇×クイズで肝臓を学ぼう」

出張肝臓病教室 

月 日：平成 31 年 1 月 16 日 

場 所：株式会社ニッポー島根工場 

対 象：株式会社ニッポー島根工場職員 
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平成３０年度 第２回 肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会

月 日：平成 31 年 1 月 25 日

場 所：東京コンファレンスセンター品川 コンファレンスルーム 402N 
     出席者：佐藤センター長、飛田副センター長、永瀬明子 

平成３０年度 第２回 拠点病院医師・責任者向け研修会

月 日：平成 31 年 1 月 25 日

場 所：東京コンファレンスセンター品川 コンファレンスルーム 402N 
     出席者：佐藤センター長、飛田副センター長、永瀬明子 

平成３０年度 第 6 回 肝疾患相談・支援センター会議

月 日：平成 31 年 1 月 29 日

場 所：相談室４

議 題：１ 活動報告・予定について

２ 相談実績報告

３ その他

出張肝臓病教室 

月 日：平成 31 年 2 月 16 日 

場 所：特別養護老人ホーム「シルバーリーフつわの」 

対 象：特別養護老人ホーム「シルバーリーフつわの」職員 

出張肝臓病教室 

月 日：平成 31 年 2 月 17 日 

場 所：特定非営利活動法人はとぽっぽ 

対 象：特定非営利活動法人はとぽっぽ職員、一般 

平成３０年度 第２回 島根県肝疾患診療連携拠点病院等連絡協議会

月 日：平成 31 年 2 月 21 日

【出雲会場】島根大学医学部附属病院 みらい棟４階ギャラクシー

     【浜田会場】益田赤十字病院 研修室２１

議 題：１ 当院の活動について

     ２ 島根県肝炎対策協議会について

     ３ 都道府県肝疾患診療連携拠点病院連絡協議会及び医師・責任者向

け研修会について

     ４．その他

平成３０年度 肝炎専門医療従事者研修

月 日：平成 31 年 2 月 21 日

【出雲会場】島根大学医学部附属病院 みらい棟４階ギャラクシー

     【浜田会場】益田赤十字病院 研修室１

対 象：一般

講 演：鳥取大学医学部附属病院 鳥取県肝疾患相談センター 的野智光先生

     「肝炎・肝癌に対する取り組み～市町村と拠点病院から～」
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平成３０年度肝疾患相談支援センター関係者向け研修会

月 日：平成 31 年 3 月 1 日～3 月 2 日

場 所：AP 浜松町

テーマ：拠点病院における相談業務の現状と課題～相談支援システム活用と

偏見・差別について

参加者：影山裕子、黒松浩美

平成３０年度 第 6 回 肝疾患相談・支援センター会議

月 日：平成 31 年 3 月 12 日

場 所：相談室４

議 題：１ 活動報告・予定について

２ 相談実績報告

３ その他

平成３０年度 第４回 肝臓病教室

月 日：平成 31 年 3 月 15 日

場 所：島根大学医学部附属病院 ゼブラ棟２階カンファレンスルームだんだん

対 象：一般

講 演：肝臓内科 佐藤秀一 「進行した肝臓病について」 

平成３０年度 第４回 家族支援講座

月 日：平成 31 年 3 月 15 日

場 所：島根大学医学部附属病院 ゼブラ棟２階カンファレンスルームだんだん

対 象：一般

講 演：肝疾患相談・支援センター 相談員 黒松浩美

「知っておきたい医療費と制度のはなし」 

島根中央高等学校肝炎特別授業

月 日：平成 30 年 3 月 19 日

場 所：島根県立島根中央高等学校 教室

対 象：島根県立島根中央高等学校 1・2 年生

講 師：肝臓内科 佐藤 秀一 人 数：各学年約 80 名
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【平成３１年度／令和元年度】

令和元年度 第１回 肝疾患相談・支援センター会議

月 日：令和元年 5 月 17 日

場 所：相談室４

議 題：１ 平成 30 年度活動報告

２ 令和元年度活動予定

３ 予算報告

 ４ その他

日本肝臓学会総会

月 日：令和元年 5 月 30 日～5 月 31 日

場 所：京王プラザホテル

発 表：メディカルスタッフセッション１．肝炎医療コーディネーター

メディカルスタッフセッション２．肝疾患の医療行政     

第 3 回肝疾患診療拠点病院 肝炎医療コーディネーター情報共有会

月 日：令和元年 6 月 8 日

場 所：岡山大学病院

参加者：飛田センター長、松浦弘子、小川菜実子

令和元年度 第１回 肝臓病教室

月 日：令和元年 6 月 28 日

場 所：島根大学医学部附属病院 みらい棟 4 階ギャラクシー

対 象：一般

講 演：肝臓内科 矢﨑友隆 「今、Ｃより注目されるＢ型肝炎のおはなし」     

令和元年度 第１回 家族支援講座

月 日：令和元年 6 月 28 日

場 所：島根大学医学部附属病院 みらい棟 4 階ギャラクシー

対 象：一般

講 演：

「私のＢ型肝炎訴訟～裁判を通して思うこと」

   全国Ｂ型肝炎訴訟山陰原告団 代表 山本 雅和 氏

「Ｂ型肝炎訴訟を終えて、肝炎医療コーディネーターとして今思うこと」

   全国Ｂ型肝炎訴訟山陰原告団 副代表 濱田 知博 氏

「Ｂ型肝炎訴訟って何～弁護士が分かりやすく説明します～」

   全国Ｂ型肝炎訴訟山陰弁護団 事務局長 弁護士 高橋 真一 氏

令和元年度 第１回 肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会《予定》

月 日：令和元年 7 月 12 日

場 所：東京コンファレンスセンター品川

参加者：飛田センター長、小川菜実子

令和元年度 第１回 拠点病院医師・責任者向け研修会《予定》



9 

月 日：令和元年 7 月 12 日

場 所：東京コンファレンスセンター品川

参加者：飛田センター長、小川菜実子

令和元年度 第 2 回 肝疾患相談・支援センター会議《予定》

月 日：令和元年 7 月 16 日

場 所：相談室４

肝炎デー街頭キャンペーン参加《予定》

月 日：令和元年 7 月 27 日

場 所：イオンモール出雲

対 象：一般

市民公開講座「肝がん撲滅運動」【共催】《予定》

月 日：令和元年 7 月 28 日

場 所：くにびきメッセ ５階 501 大会議室

対 象：一般

司 会：出雲市立総合医療センター 副院長 佐藤秀一先生

講 演：松江赤十字病院 検査部 内田靖先生

    「本当にご存知ですか？～肝炎治療の進歩～」

    出雲市立総合医療センター 内科 福庭暢彦先生

 「本当にご存知ですか？健診やドックの話～肝臓と胆道と膵臓の

三角関係～」

島根大学医学部附属病院 肝臓内科 飛田博史先生

「本当にご存知ですか？～メタボの話～」

ごうぎん保険プラザ出雲 有本祥人先生

「本当にご存知ですか？「保険の話」～保険ひとつで人生が変わる～」

令和元年度 第 1 回島根県肝炎対策協議会《予定》

月 日：令和元年 8 月 19 日

令和元年度 第２回 肝臓病教室《予定》

月 日：令和元年 9 月 27 日

場 所：出雲市立 総合医療センター 201・202 会議室

対 象：一般

講 演：出雲市立総合医療センター 副院長 佐藤秀一先生

    「ウイルス排除がほぼ 100％となった C 型肝炎の対策」

令和元年度 第２回 家族支援講座《予定》

月 日：令和元年 9 月 27 日

場 所：出雲市立 総合医療センター 201・202 会議室

対 象：一般

講 演：出雲市立総合医療センター 外来師長 福間明子氏

    「ぴったんこ肝★肝～○×クイズで肝臓を学ぼう」
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令和元年度 一般医療従事者研修《予定》

月 日：令和元年 10 月 3 日

テーマ：レンビマについて

令和元年度 第３回 肝臓病教室《予定》

月 日：令和元年 12 月 20 日

場 所：島根県立中央病院

対 象：一般

令和元年度 第３回 家族支援講座《予定》

月 日：令和元年 12 月 20 日

場 所：島根県立中央病院

対 象：一般

令和元年度 第 2 回島根県肝炎対策協議会《予定》

月 日：令和 2 年 2 月 20 日

令和元年度 肝炎専門医療従事者研修《予定》

月 日：令和 2 年 2 月 20 日

令和元年度 第４回 肝臓病教室《予定》

月 日：令和 2 年 3 月 13 日

場 所：島根大学医学部附属病院 ゼブラ棟２階カンファレンスルームだんだん

対 象：一般

令和元年度 第４回 家族支援講座《予定》

月 日：令和 2 年 3 月 13 日

場 所：島根大学医学部附属病院 ゼブラ棟２階カンファレンスルームだんだん

対 象：一般



(単位：千円）

事業名
平成30年度予算額

（当初）
平成30年度決算額 令和元年度予算額 事業予定

肝炎ウイルス無料検査 6,551 8,056 6,998 県内保健所・肝炎ウイルス検査委託医療機関で無料検査を実施

 肝臓週間及び世界肝炎デーに合わせた広報活動

 街頭キャンペーンの実施

 肝炎ウイルス検査促進リーフレットの配布

 テレビ、ラジオ、新聞 等を利用した広報活動

 保健所又は市町村からフォローアップを実施

 リーフレット等に事業内容を掲載

 周知用のチラシを作成し、配布

 肝炎等精密検査実施医療機関で精密検査を実施

 肝炎医療コーディネーター養成研修

 肝炎医療コーディネーター継続研修

肝疾患診療地域連携体制強化 13,185 14,770 13,185 肝疾患連携拠点病院が実施する事業費の補助

肝炎医療費助成 135,940 79,746 125,469 専門医による審査会において、認定された方に対する医療費の一部助成

肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業 11,612 839 43,032 肝がん・重度肝硬変の方の入院治療の一部に対する助成（平成30年12月開始）

健康増進事業費補助金 12,581 8,704 12,015 市町村が実施する肝炎ウイルス健診費用への補助

計 182,567 113,384 203,394

382

66227

７）島根県の予算と事業予定について

230肝炎医療コーディネーター養成

フォローアップ普及・啓発 251

精密検査費用助成 829

肝炎対策の普及・啓発 1,3851,367

246

858

606

215



肝炎対策の目標値について（１）

薬事衛生課、健康推進課

１．成果目標（平成30年 10月設定）

４年間の肝炎ウイルス検査受検者を、３万人以上とする。

平成 30年度～令和 3年度の受検者数の合計が３万人以上

２．肝炎ウイルス検査受検者数の評価

（１）評価の方法

 平成30年度の下記検診受検者数の合計により、肝炎ウイルス検査受検者数を求めた。

   検診の種類 

 ①市町村検診（健康増進事業） 

 ②県・中核市の委託医療機関及び保健所検査（重症化予防事業） 

 ③協会けんぽ加入事業所検診 

（２）平成 30年度受検者数の状況

（３）結果及び目標の達成に向けて

平成 29年度の肝炎ウイルス検査受検者数と比較し、平成 30年度の受検者数は 24 %増
加した。

（参考）前年度との受検者数比較

  平成29年度 平成30年度 前年度比 

市町村 3,276 3,444 105%

保健所 151 164 109%

委託医療機関 977 1,142 117%

職域（協会けんぽ） 654 1,510 231%

合計 5,058 6,260 124%

資料３



 最も増加したのは職域（協会けんぽ）での受検者数だった。

 今後も特に職域の肝炎ウイルス検査の周知を実施し、受検者数を増加させることで、目

標の達成を目指す。



肝炎対策の目標値について（２）

１．成果目標（平成29年 10月設定（平成30年10月変更））

今後５年間で要精検者の精密検査実施医療機関での受検率を向上させる。

平成28年度末：31.6% → 令和3年度末：60%以上

２．要精検者受検率の評価

（１）評価の方法

要精検者の受検率は、前年度の肝炎ウイルス検査陽性者のうち、翌年度までの精密検査

受診の報告者の率により求めた。

（２）平成30年度の要精検者受検率の状況 

= ���� = 35.2% 

（３）結果及び目標の達成に向けて

 要精検者の受検率は、平成29年度末の22.5%と比べ、平成30年度は35.2%とやや増と
なった。

 成果目標の達成に向けて、今後も初回精密検査の制度の周知を図り、保健所や市町村に

おけるフォローアップ事業において、陽性者が精密検査を受診するように働きかけを行っ

ていく。

 また、医療機関で働く肝炎医療コーディネーターを養成し、肝炎ウイルス検査を実施し

た医療機関においても、陽性者を確実に精密検査へつなげていくことができるように体制

を整備する。

要精検者の受検率 ＝ 
翌年度までの初回精密検査費用助成申請者数 

前年度の肝炎ウイルス検査 陽性者数 

（委託医療機関、保健所、市町村健診） 

平成30年度要精検者の受検率 ＝ 平成30年度までの精密検査受診の報告者数 

平成29年度の肝炎ウイルス検査 陽性者数 



肝炎対策の目標値について（３）

１．成果目標（平成29年 10月設定）

今後５年間で、肝がん年齢調整死亡率（人口10万人対）を低減させる。

平成28年度末（2013年統計値）  令和3年度末（2018年統計値） 

男性： 18.0 ⇒ 

13 %減 

  男性： 15.7 

女性：  5.9 ⇒ 

10 %減 

  女性：  5.3 

２．肝がん年齢調整死亡率の評価

（１）評価の方法

  島根県健康指標データベースシステム（SHIDS）を用いて算出を行った。

（２）平成３０年度の島根県の肝がん年齢調整死亡率の状況 

 平成 30年（2015年統計値）の島根県の肝がん年齢調整死亡率は、男性 16.4、女性 5.5
であった。

（３）結果及び目標の達成に向けて

 島根県の肝がん年齢調整死亡率は、平成 28年（2013年統計値）と比べて平成 30年は
男性は8.9%減、女性は6.8%減となった。
 成果目標の達成に向けて、引き続き肝炎の重症化予防事業の促進を図る。



初回精密検査費用を助成しています
－島根県では、対象の方が、初めて受ける精密検査費用の一部払い戻しを行っています－ 

対象者 

島根県内の市町村に住民票がある方で、以下の要件全てに該当する方 

 以下の検査のいずれかにおいて陽性と判定された方   
１年以内に受けた、県または松江市（中核市）が実施した肝炎ウイルス検査、または県内の市町

村が実施した健康増進事業（特定健診）での肝炎ウイルス検診 

※市町村の実施した検査でも「人間ドック」は対象外となります。

平成3０年4月１日以降に受けた職場健診での肝炎ウイルス検査（※記載の期間は今年度限り）

 医療保険各法（後期高齢者含む）の被保険者、被扶養者 

 県又は市町村の「陽性者フォローアップ事業（定期的に状況確認の連絡を行います）」に同意した方

 県が指定した医療機関で初回精密検査を受けた方 

※島根県肝炎等精密検査実施医療機関のことです。 

（県のホームページをご覧いただくか、裏面の管轄の保健所へお問い合わせください） 

※県外の肝疾患専門医療機関で精密検査を受診した場合も同様とみなします。 

助成の内容 対象額のうち、県が認める額 

助成回数 １回まで 

申請期間 

「陽性」の検査結果を判定されてから（郵送で結果の通知を受け取った場合は通知書の発行日）、
１年以内に申請を行ってください。期間を過ぎると助成できません。 

職場健診での肝炎ウイルス検査で申請をされる方については、令和元年度中は「陽性」の検査結果を
判定された日（郵送で結果の通知を受け取った場合は通知書の発行日）が平成３０年４月１日以降で
あれば申請が可能です。 

≪最新の申請に係る各種様式など、詳しくは管轄の保健所へお問い合わせください≫

「島根県肝炎等精密検査費用助成金申請書（様式２－１）」に①～⑤を添付して管轄の保健所へ提出してください。 

※県のホームページからダウンロードしていただくか、各保健所でもお渡ししています。

① 医療機関の領収書（自己負担割合が分かるもの、レシート不可） 

② 診療明細書（実施した検査項目及びその点数が確認できるもの） 

③ 最初に陽性と判定された肝炎ウイルス検査の検査結果がわかるもの ※診断書は不要です。

（県と松江市（中核市）が行う肝炎ウイルス検査、または県内の市町村が行う健康増進事業（特定健診）の肝炎

ウイルス検診の結果通知書や職場健診での健診結果のお知らせ（通知）など）

④ 肝炎ウイルス検査陽性者フォローアップ同意書（別途様式） 

⑤ 助成金振込先金融機関の口座がわかる書類（預金通帳等の写し等で、口座番号、カナ氏名の記載があるもの） 

※申請者本人の個人口座です。ご家族様の口座など、口座が異なる場合は「委任状（様式５）」の添付が必要です。

［職場での検査（健診）時に肝炎ウイルス検査を受けた場合］で申請する場合は上記に加え⑥⑦も添付してください。

⑥ 住民票（原本） 

⑦ 職域検査証明書（保有している場合のみ） 

※職域検査証明書は、健診機関によりますが、検査結果を通知された際に添付されている書類です。

相談

窓口

肝疾患相談・支援センター 島根大学医学部附属病院（肝疾患診療連携拠点病院）内

電話：０８５３－２０－２７２１   相談受付：平日（土・日・祝を除く）８：３０～１７：１５ 

助成となる対象項目及びお問い合わせ先（申請先）については裏面をご覧ください。

島根県健康福祉部薬事衛生課 ℡：0852-22-6532  

申請に必要な書類

令和元年６月作成版 

“初回精密検査”とは・・・ 

「肝炎ウイルス検査」で陽性と判定された後に、初めて受ける精密検査のことです。

島根県 肝炎 精密

資料４



以下の検査に関連するもの（医師が真に必要と判断したものに限る）で、県が認めた費用。 

※医療保険各法適用外の費用は助成対象とはなりません。 

※ここに記載の無い項目を同時に実施していたとしてもそれらは助成の対象から除外されます。 

 初診料（再診料）  □ ウイルス疾患指導料

 以下の血液検査

血液形態・機能検査 末梢血液一般検査、末梢血液像 

出血・凝固検査 プロトロンビン時間、活性化部分トロンボプラスチン時間 

血液化学検査 
総ビリルビン、直接ビリルビン、総蛋白、アルブミン、ＡＬＰ、 

ＣｈＥ、γ-ＧＴ、総コレステロール、ＡＳＴ、ＡＬＴ、ＬＤ 

腫瘍マーカー ＡＦＰ、ＡＦＰ―Ｌ３％、ＰＩＶＫＡ-Ⅱ半定量、ＰＩＶＫＡ-Ⅱ定量 

肝炎ウイルス関連検査 
ＨＢe 抗原、ＨＢe抗体、 

ＨＢＶジェノタイプ判定 
ＨＣＶ血清群別判定 

微生物核酸同定・定量検査 ＨＢＶ核酸定量 ＨＣＶ核酸定量 

 超音波検査（断層撮影法（胸腹部）） 

※ 手術前検査等施術に関連した検査は、上記の項目を行っていても助成の対象とはなりません。 

※ 検査は原則として全ての項目を同じ日に受けることとしますが、やむを得ない理由があれば複数日にまたがっ

ても一連の検査とみなします。（あまりにも長期に渡る場合は、同一とならない場合もあります） 

１. 県が指定した医療機関を受診し、支払いを行います。 
この際、「島根県肝炎等精密検査申込書（様式１）」を記入し、医療機関へ提出をしてください。 
※県のホームページからダウンロードができます。そのほか、各保健所でもお渡ししています。

２. 最寄りの保健所に申請を希望することを相談ください。申請方法等について保健所職員が説明します。

３. 必要書類を揃えて、申請期間内に最寄りの保健所へ申請します。 

４. 県による審査が行われ、承認された場合は、翌々月を目安にご指定の口座へ助成額が振り込まれます。 
※確認事項がある場合、目安とされている月より遅くなることがあります。 

お住まいの地域 管轄の保健所 住  所 電話番号

松江市、安来市 松江保健所（医事・難病支援課） 〒690-0011 松江市東津田町 1741-3 0852-23-1315

雲南市、奥出雲町、飯南町 雲南保健所（医事・難病支援課） 〒699-1396 雲南市木次町里方 531-1 0854-42-9638

出雲市 出雲保健所（医事・難病支援課） 〒693-0021 出雲市塩冶町 223-1 0853-21-1191

大田市､川本町､美郷町､邑南町 県央保健所（医事・難病支援課） 〒694-0041 大田市長久町長久ハ 7-1 0854-84-9826

浜田市、江津市 浜田保健所（医事・難病支援課） 〒697-0041 浜田市片庭町 254 0855-29-5554

益田市、津和野町、吉賀町 益田保健所（医事・難病支援課） 〒698-0007 益田市昭和町 13-1 0856-31-9548

隠岐の島町 隠岐保健所（総務医事課） 〒685-8601 隠岐の島町港町塩口 24 08512-2-9712

海士町、西ノ島町、知夫村 隠岐保健所（島前保健環境課） 〒684-0302 西ノ島町大字別府字飯田 56-17 08514-7-8121

※検査項目は令和元年 6月施行のもの 

助成の対象となる項目

お問い合わせ先・申請窓口

検査費用助成の流れ

肝炎ウイルスの感染を原因とする慢性肝炎・肝硬変及び肝がんとの診断を受けられた方は、定期検査費

用助成の対象となる場合（注）があります。 

(注)定期検査費用助成の際は、世帯全体の所得により、助成金額の減額や助成ができない場合があります。

詳しくは、お問い合わせください。 









































令和元年７月２４日 

島根県健康福祉部薬事衛生課 

担当：神庭 

Tel：0852-22-6532 

令和元年度「肝臓週間・世界肝炎デー」の取り組みについて

 肝炎についての正しい知識の普及、感染予防の重要性について認識を高めるため、７月２８

日を含む月曜日から日曜日までの一週間を「肝臓週間」と定め、今年は７月２２日から７月２

８日となっています。また、７月２８日は「世界肝炎デー」です。 

この期間を中心とした取り組みとして、肝炎の早期発見・早期治療により肝がん等への進行

を予防するため、肝炎ウイルス検査の早期受検を促すキャンペーン活動を下記のとおり予定し

ていますので御案内します。 

■街頭キャンペーン 

１．イオンモール出雲街頭キャンペーン 
日  時：７月２７日（土） 13：00 ～ 15：00  

場  所：イオンモール出雲  （島根県出雲市渡橋町 1066） 

内  容：・肝臓の脂肪量や硬さを測定します。（先着 30 名） 

・島根県肝臓友の会会員の方々や島根県肝疾患診療連携拠点病院である 

島根大学医学部附属病院の方と一緒に、肝炎検査啓発チラシやグッズを

配布します。 

■公開講座（島根大学医学部附属病院主催事業） 【参加無料・事前申し込み不要】

１． 本当にご存じですか？～肝臓病から保険のことまで～（市民公開講座） 
日  時：７月２８日（日）  13:00 ～ 16:25 

場  所：くにびきメッセ ５階 501 大会議室  （島根県松江市学園南 1丁目 2-1） 

内  容：講演 1「本当にご存知ですか？～肝炎治療の進歩～」 

（松江赤十字病院 検査部 内田靖先生） 

講演 2「本当にご存知ですか？健診やドックの話～肝臓と胆道と膵臓の三角 

関係～」 

（出雲市立総合医療センター 内科 福庭暢彦先生） 

講演 3「本当にご存知ですか？～メタボの話～」 

（島根大学医学部附属病院 肝臓内科 飛田博史先生） 

講演 4「本当にご存知ですか？「保険の話」～保険ひとつで人生が変わる～」 

   （ごうぎん保険プラザ出雲 有本祥人先生） 

※公開講座の問合せ先：島根大学医学部第２内科（肝臓内科）TEL： 0853-20-2190 

※県内の保健所では肝炎ウイルス無料検査を常時行っております。事前予約となっておりますので、

下記をご確認のうえ、最寄りの保健所までお問い合わせください。 

薬事衛生課 HP：肝炎ウイルス無料検査と肝炎相談 

https://www.pref.shimane.lg.jp/medical/yakuji/kansensyo/other/hepatitis/kanenkensa.html 

資料５ 


